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研究成果の概要（和文）：都市緑地における夜間利用の可能性について検証を行った。その結果、都市の屋上緑化空間
において、夜間でも日中と同様に肯定的な印象を持つことが明らかになった。夜間の利用においては，照明を取り入れ
ることでより安心感を得られること，さらに緑地のある空間では気分を陽性方向へ導き，心地よい印象を持つことが明
らかになった。これらの結果から、都市緑地における夜間利用は心理的には有効であることが示唆された。今回は屋上
緑化空間で実験を行ったことから、性格上，安全性などに配慮されていること，また屋上という空間は，通常の都市公
園などと異なり，囲われた空間であることから，より心理的にプラスに働いたと考えられた。

研究成果の概要（英文）：I have examined the possibility of nighttime use in urban green space. As a result
, in the green roof space of the city, have a positive impression in the same manner as during the day at 
night revealed. In use at night, it is possible to obtain a sense of security is also appropriate to incor
porate illumination, which leads to the positive direction of the mood in the space with the green Further
more, it has a pleasant impression revealed. From these results, it nighttime use in urban green space is 
effective in psychological has been suggested. Since experiments have been carried out in green roof space
, unlike urban park normal since it is an enclosed space, the space of the roof, and more and that is frie
ndly nature, and safety time it was thought to be worked plus psychologically.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現在、都市緑地に求められている機能や技

術は多様化しており、これまでの緑を都市に

配置するデザインや緑化技術に関する研究

だけではなく、ヒートアイランド現象の緩和

を目的とした屋上緑化や壁面緑化といった

緑化技術や、緑による癒しの効果が医科学的

に証明され始めたことから、緑による人の健

康維持やストレス緩和に対する期待が高ま

っている（岩崎[2007]）。 

 このような背景から、これまで経験則的に

効果があると言われていた森林療法や園芸

療法、アロマセラピーなど緑地や植物の持つ

療法的効果の医科学的検証（エビデンス）が

急速に進められ、一定の成果が出始めている

（岩崎［2007］、藤井・岩崎ほか[2007]）。 

一方、都市緑地の保有する療法的効果に関

する研究はまだまだ少ないが、近年ようやく

検証され始め、その効果が明らかになってき

ている（岩崎ほか[2007]、NASU ,etc.[2010]）。 

また、デジタル社会によるストレスの増大

や生活習慣や食生活の乱れなどにより、通常

の生活の中で健康を維持することが困難に

なっている。そういった背景から、厚生労働

省は特定健康診断と特定保険指導の義務化

を発表し、2008 年４月から実施されることと

なった。これは生活習慣病などを事前に予防

するための政策であり、今後は「治療する医

学」から、「予防する医学」へという視点が

重要視されると考えられる。 

このようなストレスが高いと考えられる

都市勤務者に対して、都市緑地や緑との関係

について調査した結果、「ストレス緩和の場

として都市緑地が必要である」と感じている

ものの、実際には日中の勤務時間中に緑地を

利用することは難しく、利用できたとしても

数分程度の短時間しか利用できていないと

いう実態が既往研究において報告されてい

る（NASU ,etc.[2010]、川口・岩崎［2010］）。 

２．研究の目的 

これらの背景から、本研究では勤務後の夜

間に緑地を利用する手法として、新しい都市

緑地の夜の景観「ナイトランドスケープ」を

提案し、その緑地空間を利用することによる、

生理・心理的効果の検証を試みた。具体的な

提案として、従来の夜間利用で見られた植物

を照明でライトアップする手法ではなく、熱

を発生しないことで植物体への影響が少な

いと考えられるLED照明を緑地空間に配置す

ることによる生理・心理的効果の測定や、夜

の緑地空間を利用することによる印象評価

などのモニタリング調査を行う。図-１に本

研究の背景と目的をまとめた概要図を示す。 

time

仕事によるストレス

都市公園、屋上庭園
など勤務地周辺の
緑地

日中＝勤務中：
ゆっくり休憩できない

夕方以降＝勤務後：
ゆっくり休憩できる

ストレス緩和の可能性が高いストレス緩和の可能性が低い

緑地のストレス緩和
に関する既往研究

day night

ほとんどの研究が日中の緑地にお
いて行われたものである。

夜間照明や建築に関する研究はある
が、夜間照明の人のストレスや健康
面への効果について調べた研究は見
られない。

そこで本研究では都市勤務者のストレス緩和を目的とした
「ナイトランドスケープ」の提案と、その効果の検証を試みる。

図－１ 本研究の背景と目的

 

３．研究の方法 

(1)都市緑地の夜間利用時における生理・心

理的効果の解明 

都市緑地空間の昼間における生理・心理効

果は既往研究でも見られるが、夜間の緑地に

関するそれらの効果研究は見られない。そこ

で本研究では夜間の緑地利用における生

理・心理的効果を実験により明らかにする。

またデザイン的効果として緑地にLED照明を

配置することによる印象評価を行い、生理的

指標との相関関係を明らかにする。具体的に

は東京都新宿区の商業施設の屋上緑化部分

において、昼間時と夜間時の生理・心理的効

果の違いを測定した。生理指標として、スト

レスホルモンと連動する指標である唾液ア

ミラーゼを測定した。また心理指標として、



POMS や SD 法による印象評価も実施した。 

(2)都市緑地に適したナイトランドスケープ

の検討と提案 

緑地タイプ（芝生地や公園、河川）におけ

る夜間利用の特性（利用者の属性、心理的効

果の違い等）を調査し、考察を行った上で、

都市生活者のストレス緩和に適したナイト

ランドスケープの提案を、緑地デザインおよ

び利用プログラムといった視点から提案す

る。夜間の緑地利用の先進的事例として韓国

のソウル市街にある清渓川(チョンゲチョ

ン)を取り上げ、利用者に対し POMS や SD 法

等を実施し、夜の緑地景観に対する意識調査

を実施する。 

４．研究成果 

スペースの関係上、本報告では主に(1)都

市緑地の夜間利用時における生理・心理的効

果の解明の結果について報告する。 

(1)緑地における夜間の快適性評価 

表-1 に調査対象地（屋上緑地）における実

験期間中の環境測定結果を示した。また，6

月と 8月の屋上緑地空間における PMV値の日

変化を図-2に示した。6月の値を見ると，PMV

が快適である－1～＋1 の間の時間帯は夕方

16 時から 17 時の間であり，昼間は暑く，夜

間は寒く感じることで快適性が低くなって

いた。一方 8 月を見ると，夕方 17 時頃まで

は暑いことから快適性は低いが，夜間の 18

時以降には PMV の値が 0 から＋1 の間に推移

することから，快適に感じることがわかっ

た。これらの結果から，勤務者の夜間利用を

考えた場合，勤務終了後となる 18 時以降が

快適である夏期の利用が効果的であること

が示唆された。 

（2）夜間における緑地の心理的効果 

屋上の緑地のある空間において日中と夜

間に休憩した際の POMS と SD法による心理的

効果を測定し，Friedman 検定を用いて分析を

行った。その結果，POMS には有意な差が見ら

れなかったが，SD 法には｢明るい-暗い｣の項

目において 5%の水準で有意な差が見られた。

この結果から，同じ屋上でも緑地のある空間

においては日中、夜間どちらの場合において

も、「明るさ」以外の印象が、ほぼ同じであ

ることがわかった。よって，夜間でも日中に

感じる好印象と同様な印象を得られること

がわかった。 

また，今回は都市緑地の中でも屋上という

空間であることから，夜間でも安心して休憩

できたことも日中と夜間が同様の印象にな

った理由の一つと考えられた。 

(3)照明の有無による生理･心理的効果比較 

夜間における緑地空間において，照明の有

無による唾液アミラーゼ濃度活性の測定を

行い，T 検定を用いて分析を行ったが，照明

の有無による有意な差は見られなかった。 

POMSおよびSD法の測定結果はFriedman検

定を用いて分析を行った。その結果，POMS で

は照明がある緑地空間で休憩した場合，｢緊

張-不安｣が 5%水準で有意に減少することが

わかった（図-3）。しかし，照明がない緑地

空間で休憩した場合はどの項目にも有意な

差は見られなかった。また SD 法では照明の

ある緑地空間の方が全体的に肯定的な印象

が見られたが有意な差は見られなかった。 

 

表-1  実験期間中の物理的環境の平均値 

測定場所 測定日 PMV PPD(%)
気温
(℃)
湿度
(%)
風速
(m/s)
放射熱
(%)
照度
(lux)

緑地あり
6月 1日 0.12 67.0 21.1 44.2 1.18 39.7 56221.7 
8月26日 5.59 59.3 31.8 55.4 1.45 47.2 40103.8 
8月30日 7.10 80.7 33.1 50.3 1.01 45.1 39464.5 

緑地なし
6月 1日 0.49 74.0 22.3 44.2 1.06 40.6 52109.0 
8月26日 7.17 75.7 33.0 52.6 0.84 44.9 58302.5 
8月30日 7.15 84.0 33.6 50.0 0.71 41.6 31645.1 
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図-2 6月と 8月の屋上における PMVの日変化 
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図-3 照明ありの緑地で休憩した前後の感情状態 

 

これらの結果から，夜間の緑地空間におけ

る照明の有無は，生理的には差が見られない

が心理的には差が見られ，照明がある緑地空

間の方が緊張や不安が緩和されることがわ

かった。よって，緑地空間を夜間に利用する

際には，照明を取り入れることで緊張や不安

が軽減し，安心して休憩できることが示唆さ

れた。 

(4)緑地の有無による生理･心理的効果比較 

調査対象地の屋上空間においては，緑地の

ある空間とない空間が見られたことから緑

地の有無による夜間の生理･心理的効果の比

較を行った。なお先の結果から照明があるこ

とにより，安心して休憩できることが確認さ

れたことから，本実験ではいずれの場合も照

明を用いて実施した。 

①生理的効果：緑地のある空間とない空間で

休憩した後の唾液アミラーゼ濃度活性を測定

し，T検定を用いて分析を行った。その結果，

有意な差は見られなかった。 

②心理的効果：図-4 に緑地のある空間とない

空間で休憩した後の POMS の結果を示した。

Friedman 検定を用いて分析を行った結果，緑

地のある空間は緑地のない空間に比べて，正

の要素である｢活気｣が 1%水準で，負の要素で

ある｢緊張-不安｣が 5%水準でそれぞれ有意な

差が見られた。また，POMS の総得点から TMD

を算出した結果，緑地のある空間がない空間

に比べ 1%水準で有意な差が見られた。この結

果から，夜間であっても緑地のある空間の方
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図-4 緑地の有無による感情状態 

 

が，ない空間よりも気分を陽性方向へ導く効

果があることがわかった。 

図-5 に SD 法の結果から得られた緑地のあ

る空間とない空間で休憩した後の印象プロフ

ィールを示した。Friedman 検定を用いて分析

を行った結果，｢はっきり-ぼんやり｣以外の全

ての形容詞対において1%水準で有意な差が見

られ，緑地のある空間の方が，ない空間に比

べ，肯定的な良い印象を持つことが示唆され

た。｢はっきり-ぼんやり｣の形容詞対に関して

有意な差が見られなかった原因としては，ど

ちらも同じ照明を用いて同じ明るさの条件下

で実験をしたことから，明るさに関する印象

に差が出なかったと考えられた。以上の結果

から，夜間の屋上緑化空間はない空間に比べ，

心理的に安心で快適な印象を持つ空間である

と考えられた。 
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図-5 印象プロフィール 



(5)まとめ               

以上の結果から，都市の屋上緑化空間にお

いて，夜間でも日中と同様に肯定的な印象を

持つことが明らかになった。夜間の利用にお

いては，照明を取り入れることでより安心感

を得られること，さらに緑地のある空間では

気分を陽性方向へ導き，心地よい印象を持つ

ことが明らかになった。よって、都市の屋上

緑化空間は心理的には有効であることが示

唆された。今回は大規模商業施設の屋上緑化

空間で実験を行った。商業施設という空間

は，多くの人が利用するという性格上，安全

性などに配慮されていること，また屋上とい

う空間は，通常の都市公園などと異なり，囲

われた空間であることから，より心理的にプ

ラスに働いたと考えられ，夜間でも安心して

利用することができると考えられた。また夏

季においては，今回のような屋上緑化空間は

日中よりも夜間の方が快適であることがわ

かった。今後は他の季節における調査を加え

ることで，年間を通した屋上緑化空間の夜間

利用の可能性が提案できると考えられた。 
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